
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
６
４
回 

 

行
仙
宿
巡
回
整
備
、
行
仙
岳
北
側
の
段
差
改
修 

 

◇
実
施
日 

 

１
１
月
１
２
日
（
日
） 

 

曇
時
々
晴
れ 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
生
熊
敏
男
・
千
満
子
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、

大
森
洋
、
阪
口
雄
二
、
湯
川
一
郎
、
畑
林
清
子
、
大
江
徳
子
、

上
村
和
美
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子
、
梶
野
照
雄 

 

１
４
名 

  

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
工
事
は
竣
工
し
た
が
、
延
伸
し
た
こ
と
に
よ
る
色
々
な

課
題
が
出
て
く
る
。
今
日
は
児
嶋
さ
ん
が
、
終
点
の
荷
物
置
き
場
に
手
摺
を
取

り
付
け
て
く
れ
た
し
、
阪
口
君
は
、
付
け
替
え
た
補
給
路
に
突
き
出
た
岩
を
石

ノ
ミ
で
削
る
作
業
を
お
昼
ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
た
。 

 
 

 
 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
に
荷
物
を
積
む 

 

手
摺
を
設
置 

 
 
 

 
 

行
仙
宿
に
着
く 

 

物
置
場
の
手
摺
が
出
来
た
が
、
手
摺
と
床
の
間
が
広
く
、
荷
物
が
落
下
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
落
下
防
止
を
。
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
荷
台
傍
に
足
場
は
出
来
た
が
、
運
転
席
の
乗
降
が
未
だ
不
便
な

ま
ま
な
の
で
、
足
場
の
設
置
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
荷
物
置
場

に
背
負
子
な
ど
を
収
納
す
る
物
置
も
欲
し
い
。 

 
 

 
 

 

竹
中
君
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー 

 
 

段
差
材
を
運
ぶ 

 
 

 
 

 

行
仙
岳
山
頂 

今
日
、
延
伸
後
初
め
て
終
点
ま
で
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
た
生
熊
さ
ん
は
終
点
の

手
前
で
エ
ン
ジ
ン
部
の
突
起
が
斜
面
の
土
に
接
触
し
そ
う
な
２
ヶ
所
を
見
つ

け
、
ト
ン
ガ
で
削
っ
て
処
理
し
て
く
れ
た
。 

 

午
前
１
０
時
半
過
ぎ
に
行
仙
小
屋
に
着
く
。
阪
口
君
は
岩
削
り
を
続
け
て
い

た
。
今
日
は
ポ
リ
タ
ン
ク
３
個
、
２
４
リ
ッ
タ
ー
の
水
を
小
屋
迄
運
ん
だ
が
、

そ
ろ
そ
ろ
水
が
凍
り
だ
す
の
で
、
汲
み
置
き
の
水
は
こ
れ
が
最
後
に
な
る
だ
ろ

う
。
昼
食
ま
で
に
男
性
陣
は
午
後
の
行
仙
岳
北
面
作
業
用
の
段
差
材
作
り
や
道

具
類
の
準
備
を
。
女
性
陣
は
畑
林
さ
ん
が
寄
贈
し
て
く
だ
さ
っ
た
衣
装
ケ
ー
ス

を
使
っ
て
枕
の
入
れ
替
え
や
小
屋
、
お
堂
の
清
掃
な
ど
で
忙
し
い
。 



そ
ん
な
中
、
補
給
路
か
ら
４
人
の
登
山
者
が
や
っ
て
き
た
。
川
上
村
の
竹
中
君

一
行
だ
。
竹
中
君
は
山
岳
ガ
イ
ド
で
、
大
峰
山
脈
で
活
躍
し
、
地
域
お
こ
し
に

も
一
役
か
っ
て
い
る
。
ツ
ア
ー
の
３
人
の
方
に
奥
駈
の
日
本
手
拭
６
枚
を
お
買

い
上
げ
い
た
だ
い
た
。 

 

お
昼
前
に
小
屋
で
昼
食
、
阪
口
君
は
ま
だ
到
着
し
て
い
な
い
。
児
嶋
さ
ん
が

フ
ラ
イ
パ
ン
持
参
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
野
菜
炒
め
を
作
っ
て
、
皆
さ
ん
に
お
す
そ

分
け
し
て
く
れ
た
。
全
く
マ
メ
で
頭
が
下
が
る
。 

 

１
２
時
過
ぎ
、
阪
口
君
も
到
着
し
、
作
っ
た
段
差
材
な
ど
を
担
い
で
行
仙
岳

の
北
面
に
向
か
う
。  

 
 
 

 

段
差
補
修
作
業 

 
 
 

 
 

倒
木
を
切
除 

 
 
 
 

 
 

段
差
を
新
設 

行
仙
岳
北
側
の
段
差
は
全
部
で
３
０
０
段
位
あ
る
と
思
う
が
、
大
半
の
段
差
材

に
腐
食
が
あ
り
、
杭
が
外
れ
て
い
る
箇
所
も
多
い
。
常
に
補
修
が
必
要
だ
が
、

資
材
の
運
搬
が
課
題
で
、
少
し
ず
つ
、
こ
ま
め
に
運
ぶ
必
要
が
あ
る
。
２
時
間

の
作
業
で
３
０
段
位
の
改
修
が
出
来
れ
ば
上
出
来
だ
ろ
う
。 

今
後
行
仙
宿
巡
視
の
際
は
、
行
仙
岳
北
側
へ
の
資
材
運
搬
も
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ

る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

今
日
の
作
業
は
二
組
に
分
か
れ
、
下
方
の
組
（
４
名
）
が
道
を
塞
い
で
い
る
倒

木
の
撤
去
と
段
差
５
段
を
新
設
。
上
方
の
組
（
４
名
）
が
２
０
段
の
補
修
を
行

っ
た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

阪
口
君
が
削
っ
た
岩 

 
 

 
 

 
 

下
山 

 午
後
２
時
前
に
行
仙
宿
に
戻
っ
て
下
山
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

08

：30

役
場
駐
車
場08

：40

→09

：10

補
給
路
登
山
口
→10

：10

モ
ノ
レ
ー

ル
終
点
→10

：37

行
仙
宿

12

：05

→12

：40

行
仙
岳
捲
き
道
分
岐

13

：50
→14
：20

行
仙
宿
→15

：10

補
給
路
登
山
口 

 


